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＜論文＞

抄　録：医師・看護師の男女別の婚姻状況を、政府がインターネット上に公表している「平成
19年就業構造基本調査　新職業分類（平成21年12月改定）特別集計　全国編」のうちの「男
女、職業（新）、従業者規模、従業上の地位、雇用形態、配偶関係、年齢別有業者数」の資料
に基づき検討した。総数（対象者すべて）・医師・看護師について、男女別の、20～59歳の 5
歳年齢階級別および40歳時点の未婚率を求めた。また、平均初婚年齢を平均余命の計算と同様
の方法により推定した。総数との有意差の検定はχ2検定によった。就業者のみの結果である
ため、対象者数は男女すべてを合計しても5400万人程度であった。全体として未婚率が最も高
かったのは女性医師で、約半数（47.9%）が未婚であった。男性医師は14.6%と最も低かった。
女性看護師は33.0%と、男性看護師の36.9%よりやや低かった。40歳未婚率を見ると、女性医師
は28.5％と、これらの中で最高で、かつ唯一総数より有意に高かった。平均初婚年齢は、男性
医師は30.9歳、男性看護師は28.8歳、女性看護師は30.4歳と推定されたが、女性医師のみ34.9歳
と突出して高かった。このように、女性医師は、未婚率・40歳未婚率・平均初婚年齢すべてで
最も高い結果となった。
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西　　　　　基

医師・看護師の婚姻状況

緒 言

目下、わが国では少子高齢化が世界に類を見ない速度
で進行しているが、その原因の 1 つとされるのが、晩婚
化と、その結果としての晩産化である。人口動態統計に
よれば、1950年には、平均初婚年齢は夫が25.9歳、妻が
23.0歳であったのが、2010年にはそれぞれ30.5歳、28.8
歳となっている。このため、第 1 子出生時の母の平均年
齢も、1950年には24.4歳であったのが、2010年には29.9
歳まで上昇した。一方、女性の社会進出も著しく、1975
年に1953万人だった女性の就業者は、2010年には2642万
人まで増加している（労働力調査）。

このようなわが国の状況に鑑み、本論文では、医師・
看護師の男女別の婚姻状況を、政府が公表している資料
に基づき検討した。

資料と方法

インターネット上に公表されている「平成19年就業
構造基本調査　新職業分類（平成21年12月改定）特別

集計　全国編」のうちの「男女、職業（新）、従業者
規模、従業上の地位、雇用形態、配偶関係、年齢別
有 業 者 数 」 の 資 料http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.
do?bid=000001031732&cycode=0を使用した。「総数」つ
まりわが国の就業者全員、「医師（歯科医師・獣医師を
除く）」、および「看護師（准看護師を含む）」について、
男女別・ 5 歳年齢階級別にそれぞれの対象者数と未婚者
数を求め、各年齢階級における未婚者の割合（未婚率
%）を算出した。通常は60歳で現役を引退すること、60
歳以上で初婚を経験する者は極めて稀であること、ま
た、わが国では法的には20歳以前にも結婚は可能である
が、15～19歳の対象者数は医師では 0 、看護師では男性
100人・女性1100人、かつ全員未婚であって、この年齢
階級は無視しても全体の計算にはほとんど影響がないた
め、20歳から59歳までを検討の対象とした。また、全体
としての未婚率は、例えば若年層における未婚者が多い
と高く出るなどのバイアスを有している。40歳時点での
未婚率が別の目安となると考えられたことから、35～39
歳および40～44歳の数字の加重平均を算出して、これを

05_5808444_西.indd   37 2013/12/12   11:24:58



―　　―38

北海道医療大学看護福祉学部紀要　No.20　2013年

表 1 ．対象者数、未婚者数および未婚率（％；20～59歳を対象）
男　　性 女　　性

対象者数 未婚者数 未婚率（%） 対象者数 未婚者数 未婚率（%）
総　数 30,840,300 10,146,300 32.9 23,038,300 7,364,300 32.0 
医　師 153,800 22,400 14.6－** 46,800 22,400 47.9＋**
看護師 58,600 21,600 36.9＋** 1,065,200 351,400 33.0＋**

＋**：P<0.01、総数より多い
－**：P<0.01、総数より少ない

表 2 ．年齢階級別未婚率（％）
20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 40歳(再掲)

男　性
総　数 91.3 70.0 43.5 30.0 21.1 15.6 11.3 7.6 25.8 

医　師 100 80.4 23.4 10.1 7.4 3.3 1.7 1.2 8.7 
＋** －** －** －** －** －** －** －**

看護師 96.2 53.8 36.4 31.7 10.7 6.1 0 8.0 23.2 
＋** －** －** －* －** －** －** －**

女　性
総　数 93.6 72.2 43.5 25.8 15.2 8.6 6.3 4.9 20.6 

医　師 100 91.2 51.3 31.9 22.8 13.6 13.3 4.3 28.5 
＋** ＋** ＋** ＋** ＋** ＋** ＋**

看護師 94.6 66.2 36.1 23.4 16.1 8.1 7.8 6.4 19.7 
＋* －** －** －** ＋** －** ＋** ＋** －**

＋**：P<0.01、総数より多い
＋*  ：P<0.05、総数より多い
－**：P<0.01、総数より少ない
－*  ：P<0.05、総数より少ない

40歳時点での未婚率（40歳未婚率）とした。男女それぞ
れの総数との間での有意差はχ2検定により検定した。

結 果

1 ．総数、医師および看護師について、20～59歳の全体
における男女別の対象者数、未婚者数および未婚率を表
1 に示す。今回は就業者を対象としたため、対象者数は
男女を合計しても5400万人程度であった。

全体として、未婚率が最も高かったのは女性医師で、
約半数（47.9%）が未婚であった。男性医師は14.6%と最
も低かった。女性看護師は33.0%と、男性看護師の36.9%
よりやや低かった。
2 ．総数、医師および看護師について、20～59歳の各年
齢階級における男女別の未婚率および40歳未婚率を表 2
に示す。

20代前半から20代後半にかけて未婚率が最も大きく減
少したのは男性看護師で、約42ポイントの低下であっ
た。男性医師は20代後半から30代前半にかけての減少が
大きく、約57ポイント低下した。女性看護師は20代前半
から20代後半にかけての減少と20代後半から30代前半に
かけての減少に大差がなかったのが特徴で、それぞれ約

28ポイント、約30ポイントの低下であった。
男性医師は30歳以降、男性看護師は25歳以降（50代後

半を除く）、総数より有意に低かった。女性医師は20代
前半と50代後半以外はすべて総数より有意に高かった。
女性看護師は低い階級と高い階級が相半ばして、一定の
傾向は見られなかった。

40歳未婚率は女性医師が最高で、かつ唯一総数より有
意に高かった。
3 ．表 2 の資料より、20歳から59歳までに結婚した者に
ついて、平均初婚年齢を、平均余命の計算と同様の方法
により推定した。例えば、男性医師の場合、55～59歳の
時点で未婚の者は1.2%いたから、1.2をそれ以前のすべ
ての年齢階級から引いた。次にこれらの数字をすべて足
した上、5 倍した（年齢階級は 5 歳であるため）。次に、
20～24歳での未婚率（100%）から、1.2を引いた98.8で
この数字を割ると、10.9となる。スタートが20歳である
から、これに20を足して30.9歳となる。これを男性医師
の推定平均初婚年齢とした。他も同様に計算した（表
3 ）。女性医師が34.9歳と突出して高かった。
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表 3 ．推定平均初婚年齢（20～59歳を対象）
男　　性 女　　性

総　数 31.6 31.6
医　師 30.9 34.9
看護師 28.8 30.4

考 察

男性看護師の50代前半の未婚者数は、元々の資料では
0 人であった。対象者数は4200人であったから、この中
で未婚者が 0 人というのは実際にはほとんどあり得ない
結果であって、元々の資料に何らかの瑕疵がある可能性
が高いが、今回はそのまま使用した。

平均初婚年齢の推定に使用したのは 1 歳毎のデータで
はなかったため、ある程度の誤差が含まれる。また、計
算のためには、結婚しなかった者を除外する必要がある
ため、55～59歳の時点での未婚率を引くことで対処した
が、これも誤差を生む原因となる。目下のわが国の平均
初婚年齢は、男性は約30歳、女性は約29歳であって、こ
れらの数字には就業していない者も含まれており、かつ
就業しない者が早く結婚する可能性や、結婚した者が非
就業者となった可能性があることから、今回の「総数」
の結果とは同一視することはできない。今回の結果は、
実際よりも 1 ～ 2 歳高く出ている可能性はあるが、いず
れにせよ、今回はすべての対象について同一の方法で算
出したため、対象同士の比較に使用することには大きな
問題はない。

男性医師の推定平均初婚年齢は30.9歳であった。これ
は未婚率の年齢階級別の結果と矛盾しない。つまり、男
性医師は、20代後半から30代前半にかけての未婚率減少
が約57ポイントと極めて大きく、30歳前後に初婚のピー
クがあると推定されるためである。

男性看護師と女性看護師の30代前半の未婚率には大差
がない（男性36.4%、女性36.1%）が、最大の減少を示
す年齢階級が異なり、男性看護師の方が若い。このこ

とは、今回推定した平均初婚年齢が、男性看護師が28.8
歳、女性看護師が30.4歳で、男性看護師の方がやや若
かったことと矛盾しない。

今回の結果で特異だったのは女性医師であって、未婚
率も、40歳未婚率も、推定平均初婚年齢も高かった。女
性医師の職業と家庭の両立については、以前から問題
が多いと指摘されており1）、保育施設の拡充などが叫ば
れたこともあって、最近はかなり充実してきた2）。しか
し、最近の調査結果を見ると、依然として「子供の預け
先の確保」は最も希望が多い条件の一つであるし、「時
間外勤務の免除」「当直の免除」などの直接勤務に関連
する条件も希望が、また家庭生活では「夫の家事・育児
への参加」の希望も多い3,4）。

女性看護師においても、不規則な勤務時間や人命に関
わる職責の重さによる負担の大きさなどが結婚を阻害す
る要因となっているとも考えられ、女性医師における
ものとほぼ同様の問題が指摘されている5）。いずれにせ
よ、医療の現場で働く女性に対し、結婚しやすい、また
結婚後・出産後も働きやすい環境を整備することは、少
子化の進む今後、ますます重要性を増すであろう。
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Marital status of doctors and nurses

Motoi NISHI

Abstract：Marital status of doctors and nurses are investigated for male and female 
separately, employing the data of the year 2007 that the Japanese Government published 
on the internet. Percentages of unmarried people were calculated for all the subjects of 
the data, doctors and nurses, for each of the 5 -year-age classes from 20 to 59 years of age. 
Adopting the calculation methods for life expectancy, the average age at the first marriage 
was estimated. Since the subjects of the present data were workers, the number of them 
was about 54,000,000. As a whole, female doctors had the highest unmarried percentage 
(47.9%), and male doctors had the lowest (14.6%). That of female nurses was 33.0%, which 
was somewhat lower than that of male nurses (36.9%). The unmarried percentage of male 
doctors and that of female nurses were significantly lower than that of all the subjects, and 
that of female doctors and that of male nurses, significantly higher. The average ages at the 
first marriage of male doctors, male nurses, female doctors and female nurses were 30.9, 28.8, 
34.9 and 30.4 years of age, respectively. Thus, from the viewpoint of marital status, female 
doctors are unique, considering their unmarried percentage and average age at the first 
marriage. It is important to improve environments in order that women working as medical 
staffs can marry and work after their deliveries, considering the present situation in Japan 
that the number of children is getting smaller.
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